
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-04-０１－０２－００３－０３－０２

154,000

0

報償費

事務事業名 食育、地産地消推進事業費

実
績

担当部課 住民生活部　健康福祉課
担　当 食育推進担当

リーダー 糸井 鉄夫

食育、地産地消推進委員会議

2回

細　節 金　額

非常勤職員報酬 242,000

どのような成果が現れます（現れました）か？

いろいろな課や団体で行われている事業の位置づけが見えてくるので、それぞれの活動目標を明
確にすることができる。関係者の食育、地産地消事業に対する認識が深まり、ハートごはん条例の理
念を推進していくことができる。人間形成の重要な位置を占める小中学校の教育の中で、食育の理
念を学ぶことは、生きる力をはぐくむこととなり、心身に健康な町民を育てていくこととなる。

推進委員が事業内容について検討することにより、各課それぞれに実施している事業の偏りや重複
が明確となり、効率の良い事業展開ができる。委員自身が関係機関の代表である場合もあるので、
関係機関での食育推進のきっかけとなった。

指　標 目　標　値 達　成　値

計
画

「食育、地産地消推進行動計画」に基づき、関係課や団体で行われている事業を、食育地産地
消推進事業として位置づけ、様々な年代へ広めていく。特に、園、学校での食育推進計画と整合
性を持ち、学校教育と連携した事業ができるよう働きかけていく。食育、地産地消推進委員会を
開催し、食育、地産地消推進事業の進捗状況を確認し、継続した事業が展開できるよう働きかけ
る。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

消耗品消耗品 0

推進委員会を2回開催し、関係課や団体で行われている事業の進捗状況について確認し、今後
の事業展開についての提言をした。各課での事業（どろんこ道場、食育月間での啓発、たかねぴ
あ秋祭り等）に参加し食育に関する啓発を行った。

2回

特　記　事　項

金　額 特　記　事　項細　節

消耗品 13,800

細　節 金　額

報償費 242,000

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

262,400 157,920

00

決　算

補正予算額

157,920

249,000

0

予
　
算

当初予算額

流用額

262,400 157,920

0

食糧費食糧費 6,600

消耗品消耗品 0消耗品 13,800

食糧費 7,000 3,920

249,000

0

249,000

財
　
源

計　画 実　績 特　記　事　項

予算現額

決算額

差引（一般財源）

国庫支出金

県支出金

受益者負担金

その他の特定財源

計

地方債




